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（１）研究の背景及び⽬的 

【背 景】 
医学はサイエンスとアートで成り⽴つとされ、欧⽶では Narrative Medicine や Whole Person Care な

どアートに着⽬した医療が実践されている。⽶国では「物語能⼒（Narrative competency）」を医師がも
つべき能⼒とし、その育成のための教育プログラムも確⽴している。⼀⽅、本邦の医学教育は、Evidence 
Based Medicine を中⼼としたサイエンスに重点が置かれており、アートに着⽬した教育はほとんど⾏わ
れていない。また実際の医療現場において、特に医師は疾患の治療（サイエンス）を優先する傾向にあ
り、全⼈的医療、全⼈的ケア（アート）が⼗分に実⾏されているとはいえない。 
 平成 29 年度より、医学部 6 年⽣対象の総合内科選択実習において（1 グループ 2 名が 4 週間実習す
る。5 グループの計 10 名参加予定。）、パラレルチャートを⽤いたナラティブ教育を導⼊し、実習中計 4
時間（第１⽔曜、第２⽔曜の２時間ずつ）の、薬学部ゼミ学⽣と合同の「ナラティブ教育合同実習」も
スタートすることとした。 
【⽬ 的】 
1. 医学部学⽣（総合内科選択実習中の 6 年⽣）に対するインタビュー結果をもとに、医学部教育の中

で、「物語能⼒」がどのように育成されるか、その過程を質的研究⼿法にて詳細に解析する。 
2. 総合内科選択実習中の 6 年⽣と、薬学部ゼミ学⽣を対象とした、「ナラティブ教育合同実習」の教

育効果および、学⽣への影響を明らかにする。 
3. 総合内科選択実習中の 6 年⽣に対する、パラレルチャートを⽤いたナラティブ教育の教育効果およ

び、学⽣への影響を明らかにする。 
 
（２）研究⽅法の概要 

総合内科選択実習中の医学部学⽣に対するアンケート、インタビュー、レポートをもとに、医学部教
育の中で、「物語能⼒」がどのように育成されるか、また選択実習中に⾏うナラティブ教育の教育効果、
学⽣への影響について、量的および質的研究⼿法にて解析する。 
 
（３）研究のデザイン 

岡⼭⼤学単独。質問紙、レポート、インタビュー結果を⽤いた観察研究。 
 
（４）研究対象者の選定⽅針 
１）選択基準 

総合内科選択実習中の６年⽣と、「ナラティブ教育合同実習」に参加する薬学部ゼミ学⽣のうち、研究
参加に同意したもの。 
２）除外基準 

なし 
 



（５）予定する研究対象者数 
  40 ⼈（総合内科学⽣ 10 ⼈×3 年＝30 ⼈、薬学部学⽣ 3 ⼈×２年＋4 ⼈×1 年＝10 ⼈） 
 
 
（６）評価の項⽬及び⽅法 
１）主要評価項⽬ 
（医学部学⽣） 
• 医学部学⽣へのインタビュー内容 
 →医学部教育において物語能⼒がどのように育成されるのか。 
        物語能⼒育成における阻害因と促進因は何か。 
２）副次的評価項⽬ 
（医学部学⽣） 
• 実習前後に⾏う、医学部学⽣へのアンケート 
• 実習前後に評価する、医学部⽣のエンパシースケール 
• パラレルチャート、およびディスカッション内容 
 →学⽣は患者の物語をどのように捉えているのか。 
        学⽣は患者の物語から何を感じ、考えるのか。 
（薬学部ゼミ学⽣） 
• 「ナラティブ教育合同実習」前後に⾏う、薬学部ゼミ⽣へのアンケート 
• 薬学部ゼミ学⽣へのインタビュー内容 
      →医学部学⽣との合同実習で何を感じ、考えたか。 
 
（７）研究実施期間 

2017 年 5 ⽉ 19 ⽇〜2022 年 3 ⽉ 31 ⽇（研究対象者登録締切⽇：2019 年 9 ⽉ 1 ⽇） 
 
（８）インフォームド・コンセントを受ける⼿続き 

⽂書を⽤いて説明・同意を取得する 
 
（９）研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応⽅法 
責任者⽒名：⼩⽐賀美⾹⼦（総合内科、講師） 
連絡先：obika-m@cc.okayama-u.ac.jp 
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